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セチツなら態びおくルキ語ホ響影がの悪き棋
えにぺ騨紹せ1曜‐理鞭

ナ試厳へゐき藝縦のア

五
十
嵐
小
学
校

放
課
後
ふ
れ
あ
い
教
室

青
少
年
催
全
育
成
部
会
長

松
　
瀬
　
義
　
一死

「
放
課
後
ふ
れ
あ
い
教
室
と
は
、
新

潟
市
教
育
委
員
会
の

「
地
域
と
学
校

ふ
れ
あ
い
推
進
課
」
が
主
導
で
運
営

し
て
い
る
事
業
で
す
。

［目
的
］
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
０

「
平
日
の
放
課
後
」
児
童
に

「
安

心

・
安
全
楽
し
い
遊
び
場
」
を
学

校
内
に
提
供
す
る
。

［運
営
］
地
域
住
民
や
保
護
者
か
ら
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
と
指
導
を
す
る
。

［費
用
］
市
が
金
額
負
担
す
る
。
児
童
に

は
負
担
は
な
い
。

［参
加
児
童
数
］

あ
く
ま
で
も
自
由
参
加
で
あ
る
。

多
い
日
は
百
八
十
名
く
ら
い
の
参

加
が
あ
る
。

［実
施
日
］

週
三
回
、
月
曜
日
と
水
曜
日
の

放
課
後

―
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［場
所
］

―
―
―
―
―
―
十○

五
十
嵐
小
学
校
内
に
囲
か
所
設
け
て
い
る
。

体
育
館
　
ボ
ー
ル
運
動
、
卓
球
、　
一
輪
車
乗
り
な
ど
。

図
書
館
　
読
書
、
学
習
な
ど
自
主
活
動

学
習
窒
　
宿
題
な
ど
の
自
主
学
習

家
庭
科
室
　
折
り
紙
、
将
棋
、
囲
碁
な
ど
の
静
か
な
遊
び
。

［校
区
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
か
か
わ
り
］
―
―
―
―
―
ｌ
ｒｔｌ
ｌ
上
ｏ

コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、
運
営
委
員
と
し
て
、
鈴
木
会
長
を
は

じ
め

五
人

の
役
員

が
参
加

し
て
い
る
。

［今
ま
で
の
活
動
を
振

り
返

っ
て
］

新
潟
市

で
は
、

十

一
番
目

の
実
施

校
と

し

て
、
十
九

年
九

月
に

ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
ｏ

先
進

の
東
青
山

小
学
校

の
活
動
な

ど
を
参
観
し

つ
つ

も
、
皓
中
模
索

の

一
中

で
の
出
発

で
し

た
。
し
か
し
、
運

営

ス
タ

ツ
フ
の
方

々
の

工
夫
と
努
力

で
、
順

調
に
推
移

し
て
き
ま
し
た
。

な
に
よ
り
も
嬉

し
い
こ
と

は
、
参

加

し

て
い
る
子
ど

も
た
ち
が

、
と

て

も
楽

し

い
と

喜

ん

で
く

れ

て
い
る

こ

と
で
す
。

運
営

に
は
高
学

年

児

童

に
も
参

加

し

て
も

ら

い
、
児

童
た

ち
が

「
自

分

連

で

で
き

る

こ
と

は
自
分
達
の
手
で
」

を

モ

ツ
ト

ー

に
自

主
的

な
活

動

を

推

進

で
き

る
よ

う

に

手
助
け
し
て
い
ま
す
。

運
営

ス
タ

ツ
フ

の
方

々

に
は

「
救

急
法
」
や

「
不
審
者

へ
の
危

機

管

理

マ

ニ

ュ
ア
ル
」

な
ど
、

現
代

社

会

に
対

応

し
た

心

得

も

お

願

い
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育

の
充

か審騒歩皆番氏会

ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

穐
十

確
玉

実
と
児
童
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は

「
地
域
と
学
校
の
連
携
」
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

「
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
」
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

［運
営
ス
タ
ツ
フ
の
募
集
］

地
域
の
子
供
た
ち
に
安
心
で
安
全
な
遊
び
場
を
提
供
し
、
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
に

「
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
運
営
ス
タ
ツ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
ス
タ
ツ
フ
の
傷
害
保
険
、
交
通
費
な
ど
は
市
が
負
担
し
ま
す
。
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連
絡
先
　
一
王
〈
九
十
三
二
六

一
騰
川
　
登
志
子

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

月

一
回
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

※
　
放
課
後
ふ
れ
あ
い
教
室

今
後
は

「
い
か
ら
し
フ
レ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
」
と
呼

び
ま
す
ｏ

東
五
十
嵐
自
治
会
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
、
道
上
が
丘
町
内
会
よ
り
分
離
独
立
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十

一
年
に
自
治
会
館
を
建
設
し
、
現
在
は
五
百
五
十
余
世
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
、
生
活
安
全
部
、
環
境
衛
生
部
、
文
化
厚
生
部
、
健
全
育
成
部
の
五
つ
の
専
門

部
に
よ

っ
て

（
一
）
連
帯
感
の
高
揚

（
二
）
環
境
の
整
備

（三
）
福
祉
の
充
実
と
児
童
生
徒
の
健
全

育
成

（四
）
自
主
防
炎
意
識
の
高
揚
を
重
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
主
な
行
事
は

四
月
　
総
会
、
七
月
　
夏
祭
り
、

八
月
　
避
難
訓
練
　
十
月
　
敬

老
会

、
作
品
展
、
十

二
月
　
餅

つ
き
大
会

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
月

一
□

高
齢
者
対
象
の
茶
話
会

幼
児
対
象
の
お
話
の
部
屋

を
開
い
て
い
ま
す
。

茶
話
会
に
は
、
毎
回
十

四
、
五

人

の
参
加
が
あ
り
、
楽
し
く
話
し

合

っ
て
い
ま
す
。

お
話

の
部
屋
は
、
本

の
読
み
聞

か
せ
、
ゲ
ー
ム
、
と
き
に
は
人
形

劇
な
ど
を
や

っ
て
い
ま
す
。

資
源
回
収
を
月

二
回
。
年
間
四

十

万
円
ほ
ど

の
収
入
が
あ
り
ま
す
。

自
治
会
館
を
利
用
し
て
の
趣
味

の
活
動
と

し
て
、
コ
ー
ラ

ス
、
大

正
琴
、
人
形
劇
、
ち
ざ
り
絵
、
書
道
、

俳
旬

、
カ
ラ
オ
ケ
、
操
体

、
民
謡
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
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防
犯
畑
を
一設
置

豚
縁
紘
縁
縁
縁
鱗
雛
す
鱗
縁
鱗
鱗
縁
縁
縁
筋
駿
勝
絡
筋
縁
作
族
務
レ
務
み
ル
務
″
務
み
力
〃
胎
竹
打
■
一ｒ

新
潟
市
は

「
通
学
路
防
犯
灯
設
置
事
業
」
と
し
て
、
小
中
学
生
の
通
学
路

で
あ
り
な
が
ら
、
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
な
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か

ら
設
置
の
要
望
の
あ

っ
た
箇
所
に
、
防
犯
灯
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
コ
ミ
協
は
左
図
の
地
区
に
六
基
の
防
犯
灯
を
設
置
す
る
よ
う
要
望
し
、

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
者
は
新
潟
市
で
、
設
置
後
三
年
間
は
新
潟
市
で
維
持
管
理
す
る
が
、
そ

れ
以
降
は
当
該
白
治
会
が
維
持
管
理
に
当
た
り
ま
す
。

ａ
　
囲
〇

二
号
五
十
嵐

一
の
町
西
寄
り
道
路

三
基
管
理
由
治
会

オ
ア
シ

ス
会
、
五
十

嵐

二
の
町
東
白
治
会
、

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
五

十
嵐
白
治
会

ｂ
　
五
十
嵐
交
番
～
ガ

ス
ト
間
道
路
　
一二
基

管
理
由
治
会

五
十
嵐

一
の
町
自
治
会
二
基

東
五
十
〕風
自
治
会
一
基

|☆防犯灯設置位置 |

況話潟市消防局 ,湾

新
潟
市
消
防
局
は
平
成
１９
年
の
人
楽
状
況
を
発
表
し
ま
し

た
。
火
災
件
数
は
１
４
６
件
で
前
年
に
比
べ
１０
件

（側
％
）

減
少
し
、
出
欠
率

（人
□

一
万
人
あ
た
り
の
火
災
件
数
）
は

‐
・
８
％
で
す
ｏ
全
国
の
政
令
市
、
中
核
市
の
な
か
で
は
、
京
都

市
の
１
・
６
％
に
次
い
で
火
災
の
少
な
い
都
市
で
あ
る
と
い
い
ま

す
。
平
成
十
八
年
の
全
国
出
火
率
催
％
、
新
潟
県
の
出
火
率

３
．
０
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

左
表
は
新
潟
西
区
の
１９
年
の
火
楽
発
生
状
況
で
す
。

当
五
十
嵐
地
区
は
火
楽
件
数
ゼ
ロ
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
結

構
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
欠
炎
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
潟
市
１９
年
の
人
炎
で
放
火
が
舞
％
も
あ
る
の
も
恐
い
で

す
。
不
審
者
に
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

昨
今
の
火
災
、
死
亡
事
故
が
多
い
で
す
。
火
炎
防
止
の
た

め
に
お
互
い
留
意
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

畝
畝
幻
惚

４
ユ
０
４

２

４

８

５

廊
幹
鉾
鉾
鉾

災

３
１
１
７

取
つ
主
疑

ブ

く
ろ

一
他

火
ん
卜
の

放
こ
ス
そ

地 区  名
火災件数 建物火災 全焼火災

H19 Hl〔 Hl〔

坂  井  輪 4 4 3 3 1 0

坂井 輪 東 部 4 ９
」 3 1 0

, 1 針ヽ 緑 u 0 0 0 0 0

ブ|  ヽ有汁 オる L師 0 0 0 0 0

ブ1  ヽ有汁 暑喜 〔町 0 0 0 0 0

小 針 小 学 校 1 0 0 0 0

東青山小学校 1 0 0 0

五  十  嵐 0 0 0 0 0 0

ブ1  ヽ 計   デ来 1 0 0

ブ| 計ヽ 浜 自 消 協 0 2 0 2 4

浦 山 1 1 0 0 0

有 明 0 0 0 0 0 0

小  針  西 0 0 0 0 0

小針山手中央 0 4 0 4 0

内 野 2 5 2 4 1 2

西  内  野 2 1 0
つ
こ

赤 塚 5 1 5 1 1 0

中 野 小 屋 1 3 0 8 1

黒 埼 2 4 2 4 0 0
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